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カジキと水菜の柚
子コショウ炒め 

 

２０２2年 1月発行 
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今月のトピックス 

旬の食材レシピ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

材用(4人分) 

カジキ   4枚(切り身) 

塩     少々 

水菜    1袋（200g） 

＜A＞ 

柚子コショウ 大さじ 1/2 

レモン汁   大さじ 1 

しょうゆ   大さじ 2 

ゴマ油    大さじ 2 

長ネギ    10㎝ 

白煎りゴマ  少々 

 

 

 

 

 11月は総数 116件で、医療病棟 45件、介護医療院
71 件でした。目標数は達成できています。 

 内容別では療養上の世話 73 件、薬剤 16件、ドレ
ーンチューブ 9 件となります。転倒転落は 5件でし
た。薬剤は 10月より減少していますが、テープが外
れて 1回分の内容が不足していることが多発してい
ます。止め方の工夫、テープの変更等してくれてい
ますが、継続して起こるようであれば、テープ止め
の検討をしていく必要があると思います。 

11月のインシデント・アクシデント 

 医療の質安全学会学術集会において、旭山動物園園長の講演

を聴く機会がありました。 

 「伝えるのは命、つなぐのは命」と題して、旭山動物園の獣

医として勤務し始めた頃の話と、動物園の使命は繁殖させ、命

をつないでいくことと看取ることであるという話の中で、以前

いた“オオカミ”が、尿が出なくなり、治療をはじめることに

なったがペットと違うことは“おり”があるということであ

る。野生の動物は採血でさえも麻酔をかけなければできないこ

とがある。そのオオカミは膀胱結石だったが、年齢的にも手術

は無理ではないかと考え、点滴治療を始めた。２回目の治療か

らそのオオカミは園長の姿を見るとガタガタ震え、何回か目に

は麻酔を打つ前に失神してしまうほどだった。野生の動物は信

頼していない者の前で意識を失うことは“死”を意味する。1

週間ぐらいしてオオカミは、治療のための麻酔で亡くなってし

まった。その時、園長は、治療を優先していて、相手の気持ち

を考えることを忘れていたことに気づかされた。治療は人間特

有の生命観ではないか。 

動物は、痛み、苦しみを受け入れる生き方、ぶれることなく、

うらやむことなく、自慢することなく生きる純粋さ、気高さ、

尊さがある。みんなそれぞれに素晴らしい！つまらない命なん

てない！という話がありました。 
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医療病棟 介護医療院

作り方 

➀カジキはひと口大の削ぎ
切りにし、塩をふる 

➁水菜は洗って水気を切
り、ざく切りにし、長ネ
ギは白髪ネギにする。 

➂フライパンにゴマ油を熱
し、①を入れて焼き色が

全体についたら水菜を加
えてさっと炒める。さら
に Aを加えて絡める。 

➃器に盛りつけ、白髪ネギ
をのせ、白煎りゴマをふ

る。 

 

伝えるのは命 つなぐのは命 

 
～旭山動物園 園長 坂東元 氏の講演を聴いて～ 

 

 

 皆さんどう思いましたか？               
日頃、私たちも命と向き合い、相手のために良かれと思って
ケアしているのは当然ですが、相手を十分理解しているでし
ょうか？相手の“その人らしさ”を引き出せているでしょう
か？改めて考えさせられる話でした。 

 


